
国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
改
正

問 

伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
４
４
０
４
）

お知らせ

【
国
民
健
康
保
険
】
保
険
証
更
新
の
お
知
ら
せ

問 

伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
４
４
０
３
）

健　康

　
現
在
お
使
い
の
「
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
」
の
有
効
期
限
は
、
７

月
31
日
㈮
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７
月
末

ま
で
に
加
入
者
全
員
分
を
ま
と
め

て
、
世
帯
主
宛
に
郵
送
し
ま
す
（
特

定
記
録
郵
便
）。
お
手
元
に
届
い
た

ら
記
載
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

８
月
１
日
㈯
か
ら
は
新
し
い
被
保
険

者
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
を
希
望
し
な
い
な
ど
、
被
保

険
者
証
を
窓
口
で
受
け
取
り
た
い
方

は
、
国
保
年
金
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
に
は
、

自
己
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
「
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受

給
者
証
」
を
送
付
し
ま
す
。

　
国
の
税
制
度
改
正
に
合
わ
せ
、
左
表

の
と
お
り
国
民
健
康
保
険
税（
以
下「
国

保
税
」）
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◆
税
額
の
算
出
方
法

　
国
保
税
は
、「
医
療
保
険
分
」「
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
」「
介
護
保
険

分
」
の
３
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
加
入
世
帯
の
合
計
所
得
や

加
入
者
数
か
ら
算
出
さ
れ
ま
す
。

【
改
正
１
】
軽
減
基
準
額
の
引
き
上
げ

　
加
入
世
帯
の
合
計
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
所
得
に
応
じ
て
「
均

改正前 改正後
７割軽減基準額 33 万円 33 万円　※変更なし
５割軽減基準額 33 万円 +28 万円×国保加入者数 33 万円 +28.5 万円×国保加入者数
２割軽減基準額 33 万円 +51 万円×国保加入者数 33 万円 +52 万円×国保加入者数

等
割
」
と
「
平
等
割
」
が
そ
れ
ぞ
れ

７
割
、
５
割
、
２
割
の
割
合
で
軽
減

さ
れ
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
は
、
５

割
と
２
割
の
軽
減
基
準
額
を
そ
れ
ぞ

れ
引
き
上
げ
ま
し
た
。

【
改
正
２
】
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

　
国
保
税
に
は
課
税
の
上
限
額
（
課

税
限
度
額
）が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
医
療
保
険
分
と

介
護
保
険
分
の
限
度
額
を
引
き
上
げ

ま
し
た
。

改正前 改正後
医療保険分 61 万円 63 万円
後期高齢者支援金分 19 万円 19 万円   ※変更なし
介護保険分 16 万円 17 万円

■軽減基準額の引き上げ

■課税限度額の引き上げ

【
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ
】
お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

問 

市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
伊
奈
庁
舎
内
）　
☎
57
‐
０
２
０
３

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
の
影
響
で
外
出
の
機
会
が
減
っ

た
り
、
気
持
ち
が
落
ち
着
か
な
い

日
々
が
続
い
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
の
方
で
も
、
体
調
を
崩
し
た

り
し
て
い
る
方
が
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、

○
外
に
出
る
機
会
が
減
り
、
歩
け
な

　
く
な
っ
て
き
た
。

○
物
忘
れ
が
進
ん
で
き
て
い
る
気
が

　
す
る
。

○
頼
ん
で
い
な
い
も
の
が
届
い
た
け

　
ど
…
。

○
こ
れ
っ
て
介
護
疲
れ
か
し
ら
…
。

　
な
ど
の
ご
相
談
が
あ
れ
ば
、
地
区

の
相
談
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
今
後
、
高
齢
者
世
帯
を
対
象

に
実
態
把
握
を
目
的
と
し
て
、
職
員

が
ご
自
宅
に
訪
問
い
た
し
ま
す
。
そ

の
際
は
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
地
区
の
相
談
窓
口
】

◎
豊
・
谷
井
田
・
三
島
・
東

　
☎
57
‐
１
２
２
７
【
い
な
の
里
】

◎
十
和
・
谷
和
原
・
小
絹
・
み
ら
い
平

　
☎
52
‐
１
２
８
０【
ぬ
く
も
り
荘
】

◎
福
岡
・
小
張
・
板
橋

　
☎
20
‐
５
５
２
５
【
雅
荘
】

介
護
マ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問 
伊
奈
庁
舎
介
護
福
祉
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
４
３
０
６
）

福　祉

福　祉

　
認
知
症
の
方
な
ど
の
介
護
は
、
周

囲
の
方
か
ら
見
る
と
介
護
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
に
く
い
た
め
、
誤
解

や
偏
見
を
持
た
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
介
護
す
る
方

が
介
護
中
で
あ
る
こ
と
を
周
囲
の
方

に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
「
介
護

マ
ー
ク
」
を
作
成
し
、
配
布
し
て
い

ま
す
。

■
こ
ん
な
と
き
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

○
介
護
し
て
い
る
こ
と
を
さ
り
げ
な
く

　
周
囲
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
き

○
外
出
先
の
ト
イ
レ
で
付
き
添
う
と
き

○
男
性
介
護
者
が
女
性
用
下
着
を
購

　
入
す
る
と
き　
　
　
　
　
　
な
ど

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
で
認
知
症
な

　
ど
の
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方

　
を
介
護
し
て
い
る
方

▼
配
布
場
所

○
市
役
所
介
護
福
祉
課

○
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
き
ら
く
や

　
ま
す
こ
や
か
福
祉
館
内
）

○
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
い
な
の
里
（
長
渡
呂
新
田
８
４
０
）

・
ぬ
く
も
り
荘
（
古
川
１
０
４
６
）

・
雅
荘
（
福
岡
１
１
９
９
）

配布している「介護マーク」
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